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UIC COVID-19 タスクフォース 

COVID-19が蔓延する中、鉄道部門に適したこの
危機の対処方法を一致協力して見つけるため、
UICはUICメンバーの事業者、専門家、その他の関
連する利害関係者（AAR、AFRA、African Union、
ALAF、AllRail、ANPTrilhos、APTA、CER、CIT、
EIM、EPF、ERFA、ETF、 ETOA、IATA、OTIF、
UITP、UNECE）と共にこのタスクフォースを設
置いたします。 

UIC COVID-19タスクフォースの主な目的は、メ
ンバーおよびそれに準ずる公共交通機関がこの危
機に関する情報交換を行うための信頼できる場を
提供することです。COVID-19は前例のない世界
的な危機であるため、私たちにとって必要不可欠
な「公共交通サービス」を最小限提供しつつ、生
命を守るために、協力してお互いの経験から学ぶ
ことが重要です。

COVID-19は今後も世界的な危機であり続けるた
め、世界規模での対応が必要です。UICは、世界中
の鉄道関係者が一堂に会し協力する場を提供して
いる唯一の機関です。タスクフォース会議では、
アジア、アフリカ、ヨーロッパ、中東、オセアニ
ア、南北アメリカの鉄道関係者が集まり、相互の
知識と経験から学んでいます。

この危機への対応として、鉄道事業者はコロナ
対策やその取り組みを日々改善していき、現在
進行形で、さらに短期的・中期的にも継続して
いくように促す必要があります。 

2020年3月から7月の間に、鉄道利害関係者向け
の5つのUICガイダンスが公開され、オンライン
で閲覧できるようになりました。これ以降もメ
ンバー間での情報共有を継続しています。メン
バーが共有するすべての情報は、UICエクスト
ラネット（https://extranet.uic.org/index.php）

から、UIC COVID-19タスクフォースにアクセ
スし登録することで閲覧が可能となります。

関連するマルチメディア情報は、UIC メディアセン
ター（https://mediacenter.uic.org.fr）で入手できま
す。 UIC COVID-19タスクフォースは、関連する
新聞記事と今後のウェビナーを共有するために、
Linked-Inグループ（  https://www.linkedin.com/
groups/13846065/.）を作成しました。

UIC COVID-19タスクフォースは情報共有という重
要な作業を今日まで続け、これからは回復および新
しい生活様式の段階に移ろうとしています。このガ
イダンスでは、特にフェイスマスクとN95マスク、

フェイスシールド、再利用可能な布製マスク、およ
びその他の布製カバーの全般的な状況に焦点を当て
て説明しています。また、マスクと換気がどの程度

ソーシャルディスタンスの必要性を減らすかについ
ての最新情報も提供しています。

https://extranet.uic.org/index.php
https://mediacenter.uic.org.fr/
https://www.linkedin.com/groups/13846065/
https://www.linkedin.com/groups/13846065/
https://www.linkedin.com/groups/13846065/
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1. なぜマスクを着用するのか
この章では、COVID-19との戦いにおけるマスクの効果と各国における規制な
ど、マスクを着用する必要性について説明します。  

1.1 マスクはCOVID-19の拡大を防ぐ 
COVID-19を引き起こすコロナウイルスなど、データが限られている新しいウ
イルスの場合、（新しい医学的）根拠が立証されると推奨される内容も変わっ
ていきます。マスクの使用に関する高度な研究は限られていますが、すべての
データは、マスクの着用がウイルスの蔓延を減らす公衆衛生対策の鍵であると
いう根拠を与えています。より正確なデータが入手可能となることで推奨され
る内容が変更された場合、公衆衛生の科学者と主要な疾患専門家1 2 3 4の両方
が、マスクが COVID-19の拡散防止に効果的であることに同意するでしょう。

感染症の蔓延と基本再生産数（R0）：すべての感染症には基本再生産数（R値）
があります。 R0が1.0のものは、平均してすべての感染者が他の1人に感染させ

ることを意味します。 R0が1.0未満のものはいずれ全滅します。パンデミック
が始まったばかりの頃、COVID-19を引き起こすウイルスのR0は、インペリア

ルカレッジの研究者によると2.4と推定されましたが、現在他の研究では、それ
は5.7 5 に達する可能性があると言われています。封じ込め対策がなければ、

COVID-19は急速に広域に拡大します。さらに、COVID-19患者は、一般的に
ほとんどまたは全く症状が無い時期もしくは症状があらわれる１、2日前の病

気の初期の段階で、他者に伝染します6 7。

飛沫とエアロゾル：呼吸している時は小さな飛沫が口から排出され

ています。感染している場合は、ウイルス粒子が含まれています。

非常に大きな飛沫のみが0.1秒以上存続してから、乾燥して飛沫の核になり
ます（Wells 1934; Duguid 1946; Morawska et al．2009）。これは、元の飛

沫自体よりも3〜5倍小さいですが、まだウイルスは含まれています。 

つまり、口から出た飛沫が大きい時は、（マスクを着けることで）飛沫を

受ける側にいる非感染者の顔に感染者が近付かないようにする（ソーシャ

ルディスタンスを保つ）よりも簡単に飛沫を遮断することができます8。

このように、人々が公共の場でマスクを着用すると、R値が低下し、

1.0未満になり、感染の蔓延を完全に止めることができます。 マスク

はすべてのウイルス粒子を完璧にブロックしなければいけない、とい
う訳ではありませんが、ブロックする粒子が多いほど、R値は低くな



STATE OF THE ART 

RAILSILIENCE – マスク、換気、ソーシャルディスタンシング  

7 

ります. 
公衆におけるマスク着用は、一部の地域的な理由（汚染からの保護）また、
全体に関わる理由（最近のMERSおよびSARSの流行またはインフルエンザ
感染防止9 10）のため、以前から多くのアジア諸国で習慣化されてきました。 
JR東日本は、インフルエンザに対するマスクの使用について、日本とフラ
ンスにおけるインフルエンザの感染率を例に紹介しました。
（※補足：日本はフランスの約2倍の人口にもかかわらず、感染者数はフラ
ンスの約半分）

ただし、個人がすでにマスクを着用しているこれらの国のほと

んどでは、症状がある場合にのみマスクを着用するのが普通で
した。 症状に関係なくマスクの着用が一般的になっているのは、

2020年の初めからです。 

1.2 法的な要求 
必要となる可能性のある対策の多く（混雑状況の管理、交通機関が集中する
主要駅や車両へのアクセス制限、ソーシャルディスタンシングの維持など）
には、公共交通機関の枠を超える影響があり、保健当局や政府と協力して、
各行動の権利と義務の明確な定義を構築する必要があります。法律はコンプ
ライアンスの向上とCOVID-19の拡散防止または終息に非常に効果的である
ように見えますが、鉄道会社はマスク着用とその義務化については国の法律
に従い、関連する手続とコミュニケーションキャンペーン（第５章参照）に
沿って随時更新する必要があります。

現在、COVID-19は急速に進化しています。当初、最前線で働く労働者用の
マスクが大幅に不足していたため、当局が一部の国、特にマスクの装着が標
準化されていない国でマスクの装着を一般人に勧めることに消極的でした。
この世界的流行の間、従業員の安全を確保するため個人用保護具を用意する
ことは、鉄道事業にとって最優先事項です。そのため、企業の中には独自の
マスクの製造を開始しているところもあります。これは、医療部門で使用可
能なマスクの在庫を減らさないためでもあります。一例として、現在の保守
作業員用の安全ヘルメットに合うマスクを設計しリサイクルされたペットボ
トルから作成しているネットワークレール（NR）が挙げられます。その他の
例としては、マスクの入手が困難なため、ボローニャのメンテナンス施設を
マスク製造施設に再編成することにしたイタリア鉄道（FS）などが挙げられ
ます。 2020年5月から、FSは手術用マスクとFFP2マスク（注：FFPとはマス
クのフィルターに関する欧州規格）を製造する予定です。このプロジェクト
は、1日あたり240,000枚の医療用マスクと3万6千枚のFFP2を生産するという
目標を掲げ、コロナ危機の際にFSが設置したタスクフォースによって実施さ
れました。
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下記世界地図は、旅客列車の防護マスクの着用が必須、任意、地方自治体によって異なる場合、または保健当局により推奨され

ていない場合のそれぞれの場所1を示しており、UICタスクフォースメンバーからの情報に基づいて更新されています11。  

1 マスクの着用は公共の場所などの他事例においては依然として義務化されている可能性がある。 
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2. マスクの種類
2.1 異なる種類のマスク 
N95マスク、医療用マスク、フェイスシールド、フェイスマスクは、空気中の

粒子や顔を汚染する液体から使用者を保護するために使用される個人用保護具
（PPE）の例です。 

空気感染を防ぐ最適な方法は、PPEだけではなく、様々な組み合わせを使用す
ることであることを認識することが重要です。 

このガイダンスでは、次の定義が使用されています。 

・フェイスマスク：フェイスシールドの有無にかかわらず、使用者の鼻と口を
覆うマスクで、空気の流れを防ぐ、またはろ過効率のレベルを満たす場合と満
たさない場合があります。

・フェイスシールド：フェイスシールドは、体液、液体の飛沫、または感染の
可能性のある物質から使用者の目と顔を保護するために使用されるものです。
通常、フェイスシールドは頭頂部にあり、プラスチックで構成されて使用者の
目と顔を覆います。
・医療用マスク：使用者の鼻と口を覆い、体液や粒子状物質に対する物理的な
遮断を提供するマスクです。マスクは、特定の流体バリア保護基準および可燃
性テストに適合しています。
N95マスク（FFR）：N95マスクは、使用者の鼻と口を覆って病原性物質への
曝露を減らすために使用することを目的とした、使い捨ての非電源式の微粒子
空気浄化マスクです。

2.2 医療用マスク 

2.2.1 使い捨て医療用マスク 

医療用マスクは、使用者の口と鼻にゆったりとフィットし、空気内の飛沫の間

に物理的な障壁を作り、感染を防ぐ使い捨てマスクです。 医療用マスクは共有
されず、外科用、隔離用、歯科用、または医療用のマスクとしてラベル付けさ

れる場合があります。 それらはフェイスシールドの有無にかかわらず行われま
す。 これらはすべてフェイスマスクと呼ばれますが、すべてのフェイスマスク

が医療用マスクとして規定されているわけではありません。 

医療用マスクは様々な厚さで作られ、液体との接触から保護する様々な能力が

あります。これらの特性は、フェイスマスクを介した呼吸のしやすさ、および

医療用マスクによる保護の度合いにも影響する場合があります。 



10 

適切に着用した場合、医療用マスクは、細菌やウ

イルスを含む可能性のある大きな粒子の液滴、飛
沫等をブロックし、口や鼻に到達しないようにす

ることを目的としています。医療用マスクは、唾
液や呼吸器分泌物が他の人にさらされるのを減ら

すのにも役立ちます。

医療用マスクは、飛沫や大きな粒子の液滴をブロ

ックするのに効果的ですが、フェイスマスクは、
設計上、咳、くしゃみ、または特定の医療処置に

よって伝わる可能性のある空気中の非常に小さな
粒子をろ過またはブロックしません。フェイスマ

スクの表面と顔の間には隙間があるため、医療用
マスクは、細菌やその他の汚染物質からの完全な

保護も提供しません。

医療用マスクは、2回以上、4時間以上の使用を目
的としていません。マスクが損傷したり、濡れた
り、汚れたりしている場合、またはマスクからの
呼吸が困難になった場合は、フェイスマスクを取
り外して安全に廃棄し、新しいマスクと交換して
ください。安全にマスクを廃棄するには、マスク
をビニール袋に入れ、ゴミ箱に入れます。使用済
みのマスクを扱った後は手を洗ってください。 

2.2.2 使い捨てN95マスク 
N95マスクは、顔に密着し、空気中の粒子の非常

に効率的なろ過を実現するように設計された呼吸
保護装置です。 

「N95」の指定は、慎重なテストを受けたときに、

このマスクが非常に小さい（0.3ミクロン）粒子の
少なくとも95％をブロックすることを意味します。 

適切に取り付けられている場合、N95マスクのろ
過能力はフェイスマスクのろ過能力を上回ります。 

ただし、適切に取り付けられたN95マスクでも、
病気や死亡のリスクを完全になくすことはできま

せん。 

少なくともN95マスクは以下の2つのタイプに区別

されます。 

N95マスク：使用者の気道（鼻と口）をカバーし、

N95のろ過効率レベルで粒子状物質から保護する使
い捨てマスク。 

 外科用N95マスク：医療現場で使用される使い捨て

FFRで、N95ろ過効率レベルで微生物、体液、粒子

状物質の飛沫から患者と医療従事者の両方を保護す
るために、手術中に医療従事者が着用します。
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＜一般的なN95マスクの注意事項＞ 

N95マスクは、使用者の呼吸を困難にすることが
あるため、N95マスクを使用する前に、慢性的な
呼吸器、心臓、またはその他の医学的状態を有し、
呼吸が困難な人は、医療提供者に確認する必要が
あります。一部のモデルには呼気弁があり、呼吸
が容易になり、熱の蓄積を減らすのに役立ちます。
無菌状態が必要な場合は、呼気弁付きのN95マス
クは使用しないでください。
N95マスクは、「使い捨て」としてラベル付けさ
れています。このマスクが損傷または汚れている
場合、または呼吸が困難になった場合は、マスク
を取り外し、適切に廃棄し、新しいものと交換す
る必要があります。 N95マスクを安全に廃棄する
には、ビニール袋に入れ、ゴミ箱に入れます。使
用済みのマスクを扱った後は、手洗いする必要が
あります。
N95マスクは、子供やひげがある人向けに設計さ
れていません。子供やひげがある人には適切なフ
ィット感が得られないため、N95マスクは完全な
保護を提供しない場合があります。

＜産業および医療ケア環境におけるN95マスク＞ 

ほとんどのN95マスクは、建設やその他の産業に

おける作業で使用するために製造されており、労

働者をほこりや小さな粒子にさらします。一部の
N95マスクは、医療現場での使用を目的としてい

ます。具体的には、患者、医療従事者の両方を微
生物、体液、および粒子状物質の飛沫から保護す

るために医療従事者が使用および着用する使い捨
ての呼吸保護装置です。 

一部の人工呼吸器は、手術の際の煙のフィルタリ

ング、特定の量のウイルスやバクテリアのフィル

タリング、ウイルス、バクテリア、菌類の量の減
少や殺菌、またはアレルゲン性への影響としてラ

ベルが付けられたり、別の方法で表されたりしま
す。

一部のマスクには、ろ過とは関係のないコーティ
ング技術が含まれている場合があります（微生物

を減らしたり殺したりするため）。

2.2.3 マスクとN95マスクの相違点 

どちらも使用者の鼻と口を覆っていますが、いくつかの

点で異なっています。 

フェイスマスク（非医療用マスク）はゆるくフィットす

るため、ウイルスなどの空気中の病原菌の呼吸から完全

に保護できない場合があります。

また、このマスクは、ウイルスなどの病原体から保護す

るために必要な、液体からの保護を提供しないか、粒子

をろ過しない場合があります。 これらは外科用ではなく、
個人用保護具とは見なされません。 

医療用マスクは、流体耐性があり、使い捨てのゆったり

とした器具であり、使用者の口と鼻とすぐ近くの環境と

の間に物理的な障壁を作り出します。 それらは外科的設
定で使用するためのものであり、ウイルスなどの空中病

原菌の吸入からの完全な保護を提供しません。 
N95マスクは、顔にぴったりとフィットし、空気中の粒

子をろ過して医療従事者を保護する個人用保護具です。 
適切に適合テストを行うと、ウイルスやバクテリアに対

するより高いレベルの保護を提供します。 
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2.3 フェイスシールド 
一部の透明なプラスチック製のフェイスシールド

は、COVID-19に対する、より快適で効果的な抑
止力として、また、手で顔に触れることを防ぐた

めの助けとして、マスクに取って代わる場合があ
ります。 ウイルスの拡散を防ぐのに最も効果的で

あるためには、フェイスシールドを顎の下まで伸
ばし、耳を覆う必要があり、額とシールドのヘッ

ドピース12の間に露出した隙間がないようにする必
要があります。 フェイスシールドの設計がこのよ

うな要件に準拠していない場合は、マスクの着用
を補完するものと見なされます。 

さらに、手話を知らない人々とコミュニケーショ

ンするための最初の手段として使用される口を覆

っているので、一般的なマスクで聴覚障害のある
乗客を支援することの難しさを強調する必要があ

ります。 これらの場合、口の中に透明な部分があ
るフェイスシールドまたは透明なバイザーまたは

マスクの使用が解決策です.

さらに、フェイスシールドはバリアを形成し、

人々が自分の顔に簡単に触れないようにします。 
話すとき、人々は時々物事をより簡単にするため

にマスクを引き下げます。しかし、それはフェイ
スシールドにおいては必要ありません。 フェイス

シールドの使用は、ソーシャルディスタンシング
を維持するための注意でもありますが、音声認識

のために顔の表情や唇の動きを可視化できます。

フェイスシールドは迅速かつ手頃な価格で製造お

よび配布でき、無限に再利用でき、石鹸と水また
は一般的な消毒剤で簡単に洗浄する必要があり、

ほとんどのモデルでマスクの着用を補完する1つの
便利な方法です。

2.4 再利用可能な布製マ
スク

マスクは一度だけ使用し、使用後すぐに廃棄する

必要があるため、フェイスマスクの需要が急増し、
使用可能なマスクの数が不十分になっています。

この状況では、人々はより少ないマスクを使用す
る方法を必要としていますが、それでも病気から

身を守ることができます。

布製マスクは、家庭または工場で製造された自家

製の可能性があります。それらは理想的には少な

くとも3層の布地で作られている必要があり、マス
クの外層は耐水性の布地である必要があり、内層

は吸水性である必要があり、中間層はフィルター13

として機能する必要があります。これらは再利用

することを目的としており、布マスクは使用後に
毎回洗浄する必要があります。再利用可能なクロ

スマスクを常に正しく取り外し、再利用可能なク
ロスマスクを扱ったり触れたりした後は、手を洗

うことが重要です。
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2.5 その他の布製フェイスカバー 

ウイルスに感染している可能性があり、ウイルスが他人に伝染するのを知らな

い人を助けるため、公共の場では単純な布の表面カバーを使用することをお勧
めします。 布製フェイスカバーは、飛沫が空中や他の人に到達することを防ぐ

のに役立ちます。使い捨てマスクや自家製マスクの材料（ゴムひもなど）が世
界的に不足している一方で、多くの当局が スカーフ14などで顔を覆うことを許

可しています。フェイスカバーは常に正しい方法で取り外し、使用済みのフェ
イスカバーを扱ったり触れたりした後は手を洗うことが重要です。

異なるタイプのマスク   写真提供：オーストリア国鉄 (ÖBB) 

2.6 マスクはどのように効果的か 
マスクは100％感染を防ぐほどの効果はありませんが、マスクの着用はウイル

スの広がりのリスクを減らします。 N-95マスクは、使用者がウイルス粒子を吸
い込まないようにするのに95％効果的であり、ウイルス粒子のエアロゾルが発

生するリスクの高い環境の中最前線で働く人々に最適です。医療用マスクは効
果が低く、使用者を保護する上で布の表面カバーはさらに効果がありません。

ただし、ウイルス感染が50％減少することは統計上重要であると言えます。一
般的に、顔を覆う理由は、咳、くしゃみ、または会話中にウイルスの飛沫が空

気中に噴霧される時に、あなたから他の人を守る手助けをするためです。感染

した人の多くは、症状がほとんどないかまったくないため、知らずにCOVID-
19ウイルスを蔓延させる可能性があります。したがって、マスクを着用するこ

とは他人への敬意を示しており、ウイルスの蔓延を減らす方法です。

マスクは呼吸するように設計されています。マスクは、呼吸が完全に不快に
なるほど厚くないことが重要です。フィルター挿入はおそらく必須ではなく、
マスクをより不快にしてしまう可能性があります。マスクを着用したときに
低酸素レベルが発生するという証拠はありませんが、既存の肺疾患のある人
がN-95マスクを長期間使用すると、体内に二酸化炭素レベルが蓄積する可能
性があるということが立証されています15。すでに肺の問題を抱えている人は、
医療従事者とマスク着用の問題について話し合う必要があります。
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2.7 規格と国際標準間の同等性 

2.7.1 規格 

COVID-19の危機に対処するための世界的な取り
組みをサポートするために、ほとんどの組織は、
COVID-19に関連する一連の特定の規格をまとめ
ており、外科用マスク、医療用フェイスマスク、
呼吸用保護具、個人用の眼球保護具などの医療用
および保護用具の最高要件をリストしています。 

ほとんどの組織がそれらを自由に利用できるよう
にしています。ISOは、利害関係者が読み取り専用
形式で自由にアクセスできるWebページ16を作成し
ました。ヨーロッパの標準化団体であるCENおよ
びCENELECは、すべてのメンバーや、欧州委員
会と合意し、医療機器および個人用保護具に関す
る一連のヨーロッパ規格（EN）への自由なアクセ
スを認めることで、COVID-19の感染拡大と戦っ
ています17。そしてその他にもたくさんの取り組み
が行われています18 19。

目標は、現在多くの国々が直面している防護マス

ク、手袋、その他の製品の深刻な不足に取り組む

ことです。規格への自由なアクセスを提供するこ
とで、緊急に必要とされる装備を製造するため生

産ラインを再転換したいと望んでいる多くの企業

の作業が容易になります。なおこの規格は職業上
の利用者を対象としています。

2.7.2 国際規格の同等性 

マスクは、独立した認証システムに基づき各国に

よって名前が異なります。 マスクが不足する可能
性や国際調達プロセスへの準拠のため、鉄道事業

者は同程度に効果的な代替手段の採用を検討する
べきかもしれません。付属文書では、税関によっ

てFP2およびFP3タイプマスク用に作成されたオー
ストラリア、ブラジル、中国、韓国、ヨーロッパ、

日本、メキシコ、米国の規格の同等性を示す表を
掲載しています20 21。
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3. ソーシャルディス
タンシング

3.1 なぜソーシャルディスタ
ンシングなのか

感染を100％回避する唯一の方法は、自分自身を完

全に隔離することですが、これは、多くの人にと

って実現性のあるものではなく、また精神的にも
良いものではありません。その次に効果的な方法

としては、人から人への感染拡大の可能性を制限
するように行動することです。 

Covid-19の感染拡大の間、人々の間の距離は保た
れるべきですが、それは社会的な活動をやめると
いう意味ではありません。実際、私たち自身の精
神衛生と幸福のために、家族や友人と連絡を取り
合い、社会との交流を続けることが重要です。電
話、ビデオ通話、ソーシャルメディアは、人々の
つながりを維持するのに役立ちます。 

より適切な用語である“物理的な距離（フィジカル
ディスタンシング）”は、ウイルスが感染するリス
クを減らすのに役立ちます。感染した患者から離
れれば離れるほど、ウイルスに感染する可能性が
低くなります。物理的な距離は次のとおりです。

- 人と人との間に1〜2メートルの距離を保つ。
ただ、この距離は、統計的に意味があるもので
はなく、正確な数値はありません。気流（屋内
、屋外、換気、風など）、温度、湿度、感染者
が生み出すウイルス量、および非感染者の感受
性などの様々な条件により、人々が離れるべき
距離を導き出します。 UICタスクフォースが行
った、第3のアンケートに回答したUICメンバー
は、それぞれ1〜2メートルが、必要とされる人
と人との間の距離と回答しました。「6フィート
の相互の距離は2フィートよりも優れ、12フィー
トは6フィートよりも優れています」。

- 握手、ハグ、キスはしない

- 閉鎖された空間での集まりを避ける。

- 他の人から適切な距離を保つことが難しい場

所における集会回避（約1〜2メートル） SBB （スイス）：２ｍ以上のソーシャルディ

スタンシングを求めるステッカー 
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3.2 ソーシャルディス
タンシングの保ち
方

ソーシャルディスタンシングは、ウイルスで汚染

された様々な表面や感染した人々と接触する機会

を制限するのに役立ちますが、政府や鉄道事業者
が利用者を安心させ、感染防止対策を組み合わせ

ることを強力にサポートすることは非常に重要で
す22。マスクを着用し、手指用の消毒を公共交通機

関で利用できるようにします。また、このアドバ
イスは明確で一貫性があり、実現可能なものでな

ければなりません。

利用者はそれを望みながらも、絶対的な保証23や安
心を得ることは不可能であることを理解している
一方で、いくつかの対策を講じることでソーシャ
ルディスタンシングに代わるものになり、«新しい
日常»に戻ることが可能となることを理解していま
す。
これは、列車というものが、駅構内の限られたホ
ームで数千人の旅客を同時に受け入れ、対応する
必要があるという特性があるためです。

マスクのデザインもこの取り組みのカギとなること
があるので、マスク、特に自家製マスクのより良い

デザインについて話しあうことは重要です24 25。
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4. マスク、換気、ソーシャルディ
スタンシング：他人に及ぼす影
響とは

マスクは使用者が吐き出したウイルスを封じ込めるために優れており、誰もが

マスクを着用している場合、感染防止は双方にとって有効であり、自分自身が
保持しているウイルスを封じ込め、他の人の呼気から出るウイルスから保護さ

れます。 換気がほとんど、または全くない場合、ウイルスは空中に蓄積するた
め、マスクはさらに効果的です。だからこそ、ウイルスが車内全体に広まって

いる場合は、距離を保つだけでは効果がありません。

換気の問題に関する種類と質。これに関連して、健康に関する専門家26は、外

気を取り入れて換気をすることや、間接的な換気システムを使用することを推
奨しています。 そのため、鉄道事業者のいくつかは、車内換気を高めることの

利点を強調したり、温度が上昇したときに窓を開け、空調をオフにしたり、そ
の他、旅客に車内での移動を制限するように依頼するなど様々な対策を講じて

います。 

4.1 車内でどの程度換気が必要か? 
列車の換気は重要であり、換気のタイプと他の感染防止対策に関連しています

：換気の悪い車両（ウイルスが漂う空気を循環することができない）の場合は
異なりますが、換気システム自体がウイルスをまき散らすということは、まず

ありません。 

中国のレストランで、Covid-19の発生を追跡した研究27によると、空調が伝染

病の拡大に関与している可能性があることを示唆し、換気システムを介して広
がることへの懸念がありました。研究では、レストランでの感染の主な要因は、

空調が流れていく方向であると結論付けました。しかし専門家は、報告された
ケースにおける感染原因は、人と人と距離の近さである可能性が高いことを示

唆し、マスク着用、手指消毒、様々な表面部分の消毒、換気の改善を推奨しま
した。現時点では、換気システムを介した感染の報告はありません。なぜなら

空調システムを通過する空気の経路は、はるかに長く、ほとんどのエアロゾル
の滴はダストフィルターによって止められるほど大きく、換気システム内の空

気は新鮮な空気と混じり、さらに加熱されるため拡散することはありません。
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したがって、スタッフと旅客を保護し、Covid-19の感染を遅らせる方法を検討

する場合、鉄道事業者は、適切な感染防止対策に加えて、車両の換気を注意深

く見守っています。（例）空気の流れる方向と速度、新鮮な空気との混合、空
気の入れ替わる時間の短縮、フィルターのメンテナンス。 

ほとんど全ての列車やバスに搭載されたフィルターは、ほこりには効果的です

が、ウイルスやナノ粒子には効果的ではないG4（欧州規格で定められているフ

ィルターの精度レベル）フィルターと同等の規格です。 F7フィルター（欧州規
格で定められている。建物では標準）のような、より高いフィルタークラスは

抵抗が高く、ほとんどの列車や他の公共交通機関の車両では機能しません。
HEPAフィルターについても同様です。換気の増加（より多くの新鮮な空気を

取り入れる）は改善する可能性があり、システムの定期的なメンテナンス/クリ
ーニングは当然です。また換気システムのメンテナンス時は、清掃スタッフに

FFP2 / N95マスクを着用することをお勧めします。 

4.2 各事業者の換気対策例 
以下は、換気に関する2020年6月現在のUIC Covid-19タスクフォースメンバ
ーの取り組みです。 UICタスクフォースのスレッドへ直接入力したもの、
または隔週の会議中に提示されたもの、アンケートへの回答で受け取られ
ました。 次の表に例を示します。: 

事業者 取り組み例

Public 

Transport 

Authority (オ

ーストラリア

) 

鉄道車両に搭載されているフィルターの評価を実施し
、現状に満足しています（注：HEPAフィルターでは
ない）。 現在、変更を実施したり、その他の対策を検
討したりする予定はありません。 

事業者 取り組み例

フランス国鉄
(SNCF)

SNCFの列車換気システムは、外気取り入れ口があるの
で非常に効率的です。エアコンは室内の空気を吸引し
外気と混合し、また季節に応じて冷暖房を使い分ける
ことも可能にします。比率に関しては、車両タイプに
よって異なります。TGV（高速列車）の場合、3分ごと
に外気を3分の1取り入れ、車内の3分の2をフィルター
でろ過します。 都市間列車の場合、外気を4割程度取り
入れます。 

旅客が快適に乗車してもらうという理由から、すべて
のSNCFの列車に直接的な換気/ 空調設計はなく、間接
的で軽微な換気システムが選択されました。 したがっ
て、高速列車（TGV）では、9分ごとに車内の空気が完
全に入れ替わります。 他の列車では、空気取り入れ口
のおかげで、5分から8分ごとに（車両タイプに応じて
）空気が完全に入れ替わり、車内の空気が滞留するこ
とはありません。また、車内の気流は下から上に流れ
るため、リスクをさらに抑えます。 

図1：TGVとそのほかの列車の車内の空気の流れと換気システムについ
て（フランス国鉄 
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事業者 取り組み例 事業者 取り組み例

TrainOSE (ギリ
シャ

電車内で継続的な換気を確保し、エアフィルターを頻繁に
交換します。 

ONCF 
(モロッコ)

EN779規格に従って、列車の空調フィルターをクラス
G4からクラスM5またはM6にアップグレードしまし
た 。 Gysev  

(ハンガリ
ー‐オース
トリア)

空調システムを消毒するために列車のオゾン発生器を使用
します。 ロシア国鉄 換気システムを定期的かつ継続的に検査して、建物を換

気します。 

輸送管理センターの敷地内には、空気消毒剤（紫外線殺
菌照射装置-部屋の消毒用の再循環装置）が設置されて
います。 

JR東日本 航空機で使用されているのと類似した技術を適用して、新
幹線の列車内の空気を数分で入れ替えます。 詳しくはJR東
日本公式サイト28をご覧ください。 換気システムが装備さ
れていない列車の場合、窓は開いたままです。これは駅構
内の窓も同様です 

Lithuanian Railways 
(リトアニア国鉄)

より頻繁な換気手順を適用しています。 

図 2：新幹線の換気システムのイメージ © JR East 

図 3：在来線車内の窓を開扉している様子 © JR East 

FGC 

(スペイン)
エアフィルターの清掃回数が増加しました（ただし、ス
タッフに高度な保護を必要とする複雑な手順です）。
HEPAフィルターの設置は、空気の流れに問題はありま
したが考慮されました。 また、列車内の換気回数の増
加を検討します（列車タイプによって異なります）

KORAIL (韓国) エアカーテンを使用して、感染の可能性のある部分を保
護します。

図4：エアカーテン（KORAIL 韓国） 
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5. マスクと換気がソーシャルディス
タンシングに代わる啓発活動

駅へのアクセスと列車による移動制限の緩和、および運行制限などすべての解
除が徐々に行われているため、実施されるすべての対策を明確に利用者に伝え
るため、絶えず啓発する必要があります。 その目的は、スムーズに対策を導
入し、スタッフと旅客を安心させ、公共交通機関への信頼を維持することで
す 。 

5.1 マスクを使用する評価 
UIC Covid-19 タスクフォース、2冊目のガイダンス「How the rail sector fought 
Covid-19 during lockdowns」で述べられているように、（ソーシャルディスタ

ンシングの）緩和策としてのマスク使用は、文化的な問題を考慮する必要があ
ります。多くのアジアの文化では、人々はマスクを使用して病気、特にインフ

ルエンザの蔓延と戦ってきました。したがって、Covid-19の前から、マスクを
使用するための環境が整っています（教育を受けており、習慣化しています）

。したがって、旅客とスタッフにマスクを着用するよう依頼することは理解す

ることができます。しかし、ヨーロッパやアメリカなどの他の文化では、マス
クの着用は近時の感染拡大に伴い、それに対抗するための一要素となっている

に過ぎません。

この大流行の際にスタッフを安全に保つために個人用保護具を用意することは

鉄道部門にとって優先事項であり、感染の可能性また感染した可能性のある人

（スタッフ、旅客、駅利用者）と接触した場合は、国や地方自治体による対処
法に基づいて、当該者は（公衆と接触できない箇所に）隔離され、救助を待つ

間、救助関係者はマスクまたは他の布地カバー等を介して呼吸する必要があり
ます。

旅客の場合、ロックダウン中に鉄道を含む公共の場でマスクを着用するように
要求する当局はほとんどありませんでした。ただマスク着用が必須になったか

どうかにかかわらず、その周知をすることは、内部にとっても外部であっても
、重要です。 

このガイダンスは、UIC Covid-19タスクフォースが作成したアンケート回答と

、UICが主催する隔週の会議およびウェビナーでのメンバーからの直接投稿さ
れたものから収集されたものです。 

5.2 社内での啓発 
スタッフへのCovid-19関連情報の通信媒体には、インターネット（会社のWeb

サイトとそのイントラネットなどの内部サイト）、電子メール、ポスター、パ
ンフレット/リーフレット、ソーシャルメディアが含まれます。言及された他の

媒体としては、スクリーンセーバー、ホットライン、掲示板、SMS、電話、ビ
デオクリップが含まれます。
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鉄道事業では、最前線のスタッフが最低限の個人用保護具をすぐに利用できる

ようにしているため（例：KORAILなど）、スタッフは本社や他の施設におい
てもマスクを着用する必要があります。マスクに関する情報は、一般的に企業

全体に広がっています。 
多くのメンバーは、公共交通機関のソーシャルディスタンシングに関する当局

からの指示や新しい手順に従って、列車内のマスクと換気について明確に利用
者に周知したと回答しました。 

UIC Covid-19タスクフォースによって発行された以前のガイダンスで強調され
ているように、この項目（社内での啓発）に関して、鉄道会社スタッフが常に

最新の情報を得る方法を尋ねられたとき、引用された4つの主要な通信媒体は、
イントラネット、電子メール、SMS、および運営体制でした。一部の事業者は

、シフト勤務の交代時を、情報を周知する機会として使用します。ソーシャル
メディア、スマートフォンとタブレット、およびスマートフォンアプリケーシ

ョンについても、有効な通信媒体として、いくつかの回答者から言及されまし
た。

SBB (スイス)の啓発活動 

 Gardez vos distances!（距離を保って！）

これができない場合は、プラスチックカバーなどが設けられ

ます。 

 距離を保てない場合はマスクの着用 。

 定期的に手指の消毒を行う。
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フランス国鉄の啓発活動
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5.3 外部への啓発 
外部への啓発とは、鉄道事業組織内外の情報交換を意味します。方法に関係な

く、手紙、電子メール、電話、ソーシャルメディア、車内および駅のアナウン

スとディスプレイ、ポスター、会社のWebサイト、従来のメディア、およびパ
ンフレットを通じて、効率的な外部への啓発を行うことは、達成された感染防

止対策等の作業やその効果に関する重要なメッセージを外部に啓発し、鉄道輸
送の信頼を取り戻すための重要なステップです。そのようなコミュニケーショ

ンは、利用者を日々の通勤に呼び戻し、また長距離旅行の予約を再度促すよう
に尽力するべきです。このような啓発活動は、旅程の到着国と出発国の（感染

防止）対策が異なる可能性がある場合、旅客が国内旅行と国際旅行の両方の変
化を認識するのにも役立ちます。オーストリアのような一部の国では、マスク

の着用は鉄道施設内のみ義務付けられていましたが、車内においても義務付け
られました。スイスでは、マスク着用は義務となりました。

カタルーニャ鉄道（FGC）の啓発活動
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JR東日本の啓発活動 

車内換気に関する周知を車内アナウンスやWEBサイトで行い、利用者の不安
を解消に取り組んでいる。 
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KORAIL(韓国)の啓発活動 SBB (スイス)の啓発活動 
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ユーロスター(イギリス)の啓発活動

事前搭乗口: 搭乗待ちの際の新しいレイアウ

ト、旅客間の距離を保つ映像ガイド 
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フランス国鉄: YouTubeを利用した映像ガイド

YouTube dedicated videos: https://youtu.be/u_dn6MpbmM8 
ONCF (モロッコ)の啓発活動

換気に関する啓発活動 

https://youtu.be/u_dn6MpbmM8
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インフラベル (ベルギー)：社内ソーシャルディスタンシング対策
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6. 結論
コロナウイルスは、主に飛沫を通じて人から人へ感染します。人々の間で伝染

する細菌を減らすことは、ウイルスの蔓延を減らす効果的な方法です。

マスクの使用に関する確度の高い研究は限られていますが、すべてのデータは

、ウイルスの蔓延を減らすための主要な公衆衛生対策としてのマスクの着用を
サポートしています。

鉄道事業がサービスを再開し、「新しい日常」に移行すると、全ての対策や取
り組みの中で、スタッフや旅客が実行可能で且つ実用的なものがマスクの着用

です。マスクによって、無症状感染者や感染の疑いがある人との距離を保てな
い場合においても、人々を保護することが可能です。

鉄道部門がコロナ危機へ対応していくには、鉄道会社が日々変わっていく環境
を導いていく必要があります。そのため、UICは、Covid-19タスクフォースに

よって設置されたさまざまな共有媒体に定期的にアクセスしてもらうように各
鉄道会社を招待しています。 
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付記

個人保護用具（マスク）に関する標準規格
の同等性

欧州規格NF EN 149の同等性：2001 + A1：2009「呼吸保護装置-粒子に対する

マスクフィルターに関する-要件、テスト、マーキング」との同等性/ FFP2およ
びFFP2タイプマスクの主な国際基準

30 

欧州規格NF EN 149の同等性：2001 + A1：2009「呼吸保護装置-粒子に対す
るマスクフィルターに関する-要件、テスト、マーキング」との同等性/ 

FFP3およびFFP3タイプマスクの主な国際基準. 

Country Standard reference 

USA NIOSH 42 CFR 84/ N99, N100, P99, P100, 
R99 and R100 

China GB2626-2006/ KN100 and KP100 

New Zeland and 
Australia 

AS/NZS 1716:2012/P3 

South-Korea 

Japan JMHLW-notificación 214, 2018/DS3 and 
DL3 

Brazil ABNT/NBR 13698:2011/PFF3 

Mexico NOM-116-2009/ N99, N100, P99, P100, 
R99 and R100 

Country Standard reference 

USA NIOSH 42 CFR 84/N95, P95 and R95 

China GB2626-2006/KN95 and KP95 

New Zeland and 
Australia 

AS/NZS 1716:2012/P2 

South-Korea KMOEL - 2017-64/1st class 

Japan JMHLW-notificación 214, 2018/DS2 and 
DL2 

Brazil ABNT/NBR 13698:2011/PFF2 

Mexico NOM-116-2009/N95, P95 and R95 
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